青明舎　　フェイスシート

平成20年8月11日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　関口　禅　　様　　　　　男・女　　　　昭和25年7月3日生（58歳）

	
	〒039-0073　八戸市長根1丁目7-29　　　　　　　　　　電話　0178-22-9706

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病疑い

	
	発症時期
	24歳頃
	罹 患 期 間
	約33年9ヶ月

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	約6年3ヶ月

	医療機関
	八戸赤十字病院（主治医　遠藤Dr）
	外来受診日
	隔週（月曜日）

	
	青南病院（猪俣Dr）
	
	毎週金曜日

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無

（負担0割）
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）  ※弟が管理している。

	
	その他
	　毎月約4万円で生活　　　　   ※弟が本人宅へ行き生活費を渡している。

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア（月曜日～金曜日）※水曜日は本人が休んでも良い日としている。

	住まいの場
	　自宅

	登録日
	H20年6月28日
	身長
	163cm
	体重
	67kg

	最終学歴
	国士舘大学　中退
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　昭和45年～昭和46年　　　　　　　　　　ヤマハ月販（営業）

　昭和46年2月～昭和46年8月　　　　　　カメラ店・レコード店・パチンコ店を転々とする。

　昭和46年8月～昭和47年2月　　　　　　熊谷航空自衛隊（埼玉県）

	保　護　者
	氏　名　関口　ハツ　様　　　　　　　　　続柄　母　　　（同居　・否）

	利用目的
	生活で困った時の相談場所

	入院・治療歴　初診日

①昭和49年12月～昭和50年9月  　 　　　　　　入院　　湊病院

②昭和52年9月～昭和53年12月　　　　　　　　 入院　　　〃

③昭和58年11月～昭和59年10月　　　　　　　　入院　　三沢聖心会病院

④和61年3月～昭和61年7月　　　　　　　　　入院　　　〃

昭和61年8月～平成14年1月　　　　 　　　　 外来    八戸赤十字病院

⑤平成14年1月～平成16年9月　　　　　        入院　　　〃

	生活歴

3人兄弟の第2子。八戸北高校卒業後、国士舘大学に進学するが、アルバイトばかりして授業を受けず、2年で中退。昭和45年10月大学を中退後、ヤマハ月販に就職するも数ヶ月で退職。その後も様々な職業に就くが長続きせず転々とする。熊谷航空自衛隊除隊後の昭和47年2月に帰省。帰省後は就労せず、ひきこもり状態となっていた。昭和49年12月、幻聴・被害妄想に左右された行動が出現し湊病院入院。退院後通院していたが、服薬中断により再燃。その後も、退院しては服薬中断し再燃・入院を繰り返す。昭和61年8月、八戸赤十字病院へ通院していたが、平成13年12月頃より「バカヤロー」等の幻聴や被害・関係妄想が強くなり、両親への金銭要求・暴力行為も出現。平成14年1月、八戸赤十字病院へ医療保護入院。その翌日に父が倒れ亡くなっている。入院後は、病状安定しトラブルもなく過ごしていた。平成16年10月11日に青山荘に入所する。3年間青山荘で生活訓練を行い平成19年10月11日に退所する。その後は実家で単身生活を送る。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】H14年8月他界。

【母】日中は自宅で過ごし、朝晩は弟宅で過ごし手いる。

【弟】弟は実家の近くに家族と一緒に過ごしている。本人の年金の管理を行っており、月に1度本人へ生活費を渡し、本人の様子を見に来ている。

【姉】関わりは殆どない。




　　　　　　　　　　　  平成20年8月11日　担当：馬渡　道伸

	氏　名
	関口　禅　様
	男・女
	生年月日
	昭和　25　年　7月　3日（58歳）


	長期目標（中期・短期）

	・デイケアに通い、定期的な通院をしながら自宅で安定した生活を送る。

本人の言葉（・現在の生活を維持していきたい。）


	これまでの経過（前回評価日　H20年1月7日）

	前回の問題点

些細なことでも過度に心配・混乱し、繰り返しの確認行為があり精神的疲労につながる。

　前回はデイケアを週5日の利用をしていたが、本人から「毎週水曜日は休みにしたい」と希望があった為、関係機関でケース会議を開き、週5日の通所日は変えずに本人が疲れるのであれば毎週水曜日は「休んでも良い日」とし、休む際は必ずデイケアへ連絡を入れることを本人と決めている。ケース会議以降は、水曜日は必ずデイケアへ連絡を入れて休んでいる。

【体調面について】

H20年7月28日に八戸赤十字病院で行った血液検査の結果では血糖値254と高値であり、糖尿病の疑いと説明される。消化器科、眼科受診するように主治医に言われ受診し消化器科では、血糖値の上昇を抑える薬を35日分処方され、眼科では、異常がないと診断されている。

8月4日に八戸赤十字病院にて栄養指導を受けている。栄養指導では間食とジュース等を控えるようにと指導されたと本人が話している。また食事制限が必要であることから、8月5日からデイケアでの食事を常食から18単位としている。次回日赤での血液検査は9月1日に行う予定であり、今後密検査を行っていく予定とのこと。

【食事について】

青山荘を退所して約2ヶ月が経つ頃に本人から毎日食事を作って食べるのが大変であると青明舎スタッフに相談があり、料理を作るのが大変である時には弁当の購入もたまには良いのではないかと伝えている。その後は疲れた時には弁当を購入して食べていると話している。また、八戸赤十字病院での栄養指導の際には、間食をやめるように言われたと、話している為、間食について尋ねると毎日コーラやコーヒーを飲んでいるとのことで、「栄養指導以降はきっぱりと止めました。」と話している。コーラについては、現在家の隣に造船会社の寮の建設工事が行われており、その工事場に設置されている自動販売機から毎日購入していたと話す。理由について尋ねると、普段は120円の物がその自動販売機は全て100円であり、安いし近いから購入して飲んでいたと話す。

　今後は必要に応じて青明舎食事サービスの利用も視野に入れ検討を行い、デイケア終了後に青山荘で夕食を摂って頂き帰宅することも本人と話し合い検討する事とする。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	健康面の維持

（食事について）


	・食事表を記入して頂き訪問の際に確認を行う。また、栄養士からもアドバイスを頂くように調整を行う。

・栄養士に協力を依頼し本人が分かりやすいように具体的な食事内容のアドバイスをして頂く。

・青明舎食事サービスの利用の検討を行う。
	2ヶ月

	安定した生活の維持

（不安・心配事）
	・不安による病状変化を早期発見し、主治医・外来等各関係機関に情報提供を行い、その都度対応をする。

・本人の訴えの他、訪問時に生活状況の確認。また、本人の様子に着目しながら変化に気づく。

・必要に応じて家族への連絡を行い、情報収集と提供を行う。
	2ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸
姉　埼玉県在住





父親 (H14.8死去)





本人(58)





母親（84）





弟 (54) 売市在住





甥（小学4年）








義妹(51)





姪（中学1年）








